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３． アンケート調査による農村景観の評価と保全に関する考察

内藤 馨・須田 隆嗣・森屋 孝

山形県庄内地方は，秀峰鳥海山・月山を擁し，山形県の母な

る川最上川などの清流に恵まれ，有史以来の稲作に育まれた４

万 haを超える美田を中心として，優れた農村景観を形成して
いる

本報では，農村景観に関する住民へのアンケート調査に基づ

き，景観法（平成１６年公布）の実効性という観点を踏まえ，

農村景観の評価と保全に関する考察を試みた。

アンケート結果によれば，地域の農村景観に対しては肯定的

な評価が多く，また地形条件等の相違により景観の評価対象が

異なることが分かった。さらに，景観法に関係する「規制的手

法」や「共同的活動」に対しては，今後一層の理解を得る必要

性が確認された。

（農土誌７４―４，pp．１３～１６，２００６）
農村景観，景観法，景観整備機構，景観形成，規制的手

法，共同的活動

１． 住民主体で策定される集落土地利用計画の問題点

小池 聡

静岡県掛川市での事例研究から，条例に基づく協定として住

民主体で策定された集落土地利用計画が，「美の里」づくりを

進めていくうえでの基礎には必ずしもなり得ないことを検証し

た。住民の中に農村景観保全の視点がないわけではないが，そ

れは農地の利用についてフリーハンドをもちたいという個々の

土地意識が表れる中で，かなり後退してしまう。しかし，そう

した集落土地利用計画の策定は，乱開発に対する不安感を取り

除くなど，少なくとも心理的な効果はもっている。そこから，

コミュニティの構造変革を通して，環境特性を活かした地域づ

くりへの住民の主体的な行動をいかに引き出していくかが，地

域プランナーに問われる今後の課題である。

（農土誌７４―４，pp．３～７，２００６）
美の里，集落土地利用計画，住民参加，まちづくり条例，

土地意識，農村コミュニティ，地域づくり活動

４． 地域振興に貢献する菜の花景観の保全

服部 俊宏

なたね栽培により形成された菜の花景観による地域振興を実

施している青森県上北郡横浜町において，菜の花景観を利用し

たイベントや商品開発等がなたね栽培の維持にどのように貢献

しているかを明らかにした。なたねは馬鈴薯との輪作体系の中

で栽培され，助成金により採算が維持されている。これに対し，

菜の花景観を利用するイベントや商品開発から栽培農家への還

元は見られない。近い将来の補助金廃止をにらみ，エコプロジェ

クトやトラスト活動が考えられているが，効果のほどは不明で

ある。エコプロジェクトやトラスト活動の効果がない場合に

は，直接支払いのような形での還元が必要になることも考えら

れる。

（農土誌７４―４，pp．１７～２０，２００６）
菜の花景観，なたね栽培，地域振興，農家還元，加工品，

道の駅，耕作放棄地
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小特集 美しい里づくり―景観法施行を背景として―

特 集 の 趣 旨
平成１５年には農林水産省における「水とみどりの『美の里』プラン２１」の策定，平成１７年３月には新たな「食料・農業・農

村基本計画」の閣議決定，更に平成１７年６月には，平成１６年公布された景観法の全面施行など，景観も含めた自然環境整備が各

種事業に求められるようになってきています。そして，いずれのプランや法律でも，地域の特性を生かした美しさが重要とされて

います。しかし，具体的にどのように地域づくりを行えば良いのかはあまり明白ではありません。たとえば農林水産省は，「美の

里づくりガイドライン」を作成し，具体的地域づくりを行う上で大いに参考になります。しかし，あまりに多くの情報を含んでい

るために，事業実施者がどこに焦点を絞って事業を実施すれば良いのかが分かり難くなっているのが現状です。

そこで，具体的な美しい里，自然の保全や町並みの保全，農村の新しい美の価値観に基づく創造，などを中心とした整備事例や

考え方について紹介するものです。

２． 農村景観の心理評価と視覚行動からみた仮想行動特性

山本 徳司

本研究においては，J. J. Gibsonが提唱したアフォーダン
ス，中村良夫の仮想行動理論を踏まえ，農村景観に潜む仮想行

動を SD法による心理評価とアイマークレコーダによる視覚行
動特性の生理反応の実験的手法によって捉えた。その結果，審

美性と仮想行動の多様性との関係に正の相関が認められるこ

と，特定の仮想行動要素と関係する景観構成要素の存在，仮想

行動の多様性の高い景観構成要素の存在，属性の違いによる仮

想行動の違い等についていくつかの知見が得られた。

これらの結果を踏まえ，アフォーダンスを切り口とした農村

景観の保全・形成について新たな方向性を提言した。

（農土誌７４―４，pp．９～１２，２００６）
景観，アフォーダンス，心理評価



５． 伝統的町並み整備活用計画におけるワークショップの展開

和家 利代・一井 健二・武山 絵美

愛媛県西予市が，伝統的な町並みおよびその周辺の商店街を

含め，それぞれのエリアの特性を活かしたまちづくりを目指し

て，まちづくり交付金事業に着手するにあたり，事業効果を事

前に検証するために住民アンケートを行った。この結果を分析

し，さらに事業に対する住民の合意形成における課題を抽出し

た。また，住民合意の新たな枠組みとして実施しているまちづ

くりワークショップへの取組み状況を紹介し，本地区の事例を

通じて，景観を資源とした住民主体のまちづくりへの課題につ

いて述べる。

（農土誌７４―４，pp．２１～２４，２００６）
町並み，ワークショップ，まちづくり，住民主体，ハー

ド的効果，ソフト的効果

（報文）

５mメッシュの地形情報による日射量推定値の有効性

植山 秀紀

本報では，広島県世羅郡において，５０mメッシュと５mメッ
シュの地形情報から推定した日射量を比較し，５mメッシュの
地形情報を用いた日射量推定値の有効性について検討した。そ

の結果，１日の総日射量で比較した場合，５m四方の範囲で比
較した場合は，数十％の差が生じる場合があるが，５０m四方
以上の広さの平均値であれば，５０mメッシュの地形情報を用
いても，５mメッシュの地形情報による推定値と数％の差しか
生じなかった。このことから，地形が複雑な中山間地域であっ

ても，５mメッシュの地形情報が有効となるのは，数m四方
の地点における日射量推定を目的とする場合に限られると考え

られる。

（農土誌７４―４，pp．２５～２８，２００６）
数値地形情報，５mメッシュ，５０mメッシュ，日射量，

中山間地域

（報文）

フィールド調査における高解像度衛星画像の利用

鈴木 研二・山本由紀代

東北タイにおけるフィールド調査で高解像度衛星画像を利用

した経験をもとに，その擬態例を紹介しながら画像の利用方法

を検討した。高解像度衛星画像のフィールド調査への貢献を要

約すれば，①比較的狭い範囲の調査サイトであっても，詳細な

変化を的確に抽出することが可能，②現地での調査経験の積み

重ねを通じて判読が可能となる地物がある，③初めて調査する

地区や詳細な地図のない地区であっても，事前に調査対象や

ルートの選定など相当な準備ができるとともに，画像から GIS
データを独自に作成するといった活用が可能である。

（農土誌７４―４，pp．２９～３２，２００６）
フィールド科学，高解像度衛星画像，目視判断，調査手

法，東北タイ

（報文）

７．１３水害の破堤による水田での土砂堆積被害

稲葉 一成・早川 嘉一

２００４年７月１２日夜から１３日にかけて，新潟県中越地方で

は記録的な豪雨を観測した。この豪雨によって，新潟県内では，

刈谷田川，稚児清水川，五十嵐川などで合計１１カ所が破堤し，

広い範囲で浸水被害が発生するとともに，山地・丘陵地域では

地すべりや崖崩れなどの土砂災害も多数発生した。見附市の宮

之原地区では，刈谷田川の破堤によって１６．６haが浸水し，こ
のうち，水田，畑，農道，水路では計１１．５haが堆砂の被害を
受けた。破堤によって５．４４×１０５m３もの濁流水が流入し，２１．２
×１０３tもの土砂が運び込まれた。水田の冠水深は最高時には
３．４mにまで達した。この濁流水には重量比で３．９％（浮遊流
砂濃度）の多量の土砂が含まれていることを明らかにした。

（農土誌７４―４，pp．３３～３６，２００６）
７．１３水害，農地災害，冠水被害，堆砂被害，浮遊流砂

濃度

（報文）

多変量解析による老朽ため池の決壊危険度評価指標

馬場 範雪・小林 賢一・篠崎 剛

平成１６年は台風２３号を始めとする観測史上最大の１０個の

台風上陸，新潟県中越地震等未曾有の災害の多い年であった。

ため池も４，５７３カ所が被災，決壊も３４０件以上，被害額２５５億

円に及び，過去最大級の被害となった。

このため，平成１７年１月に農村振興局内に「ため池緊急点

検検討会」を設置し，ため池決壊等の危険度評価のための指標

作りに着手した。この検討会で検討された事項のうち，ため池

の決壊危険性を判定するため，多変量解析（主に判別分析）を

応用し開発した決壊危険度評価指標について報告する。

（農土誌７４―４，pp．３７～４２，２００６）
平成１６年災害，ため池決壊，多変量解析，判別分析，

決壊危険度評価指標

（技術レポート：北海道支部）

海食崖が発達した農地海岸保全対策とその効果の長期的評価

山下 薫・関口 純司

北海道十勝地方南部には，太平洋に面した海岸に隣接する農

耕地が広域に及んでいる。これら十勝地方南部の太平洋沿岸の

多くは，砂浜と後背の海食崖が発達している場合が多く，隣接

する農地を保全する必要がある。その中の延長３．５km，奥行
２０～４０mの狭小な砂浜に，背後に高さ１０m前後の海食崖を有
する浜大樹海岸では，海食崖の後退による大規模な農地消失が

１９７０年代から問題となっていた。

本報では，１９７４年からの海岸保全対策事業の長期にわたる対

策効果を把握するため，海食対策と農地保全効果を検証した。

（農土誌７４―４，pp．４３～４４，２００６）
海食崖，農地海岸，農地保全，浜大樹海岸，離岸堤，消

波堤



（技術レポート：東北支部）

NPOと行政との協働による「春の小川体験学習会支援」

について

花田 修一

青森県では，安全・安心な農産物の生産に欠かせない「きれ

いな水」を安定的に供給すると共に，やすらぎや憩いのある水

環境を創造する取組みを「春の小川づくり」と称して進めてい

る。

本報では，「春の小川づくり」の一環として取組む事業のう

ち，地域の NPO団体と県の協働で，土地改良施設の見学会お
よび水田や水路での生き物の観察会を，主に小学生を対象とし

た行った「春の小川体験学習会支援」の事例を報告する。

（農土誌７４―４，pp．４５～４６，２００６）
行政改革，NPO，協働，農業農村の多面的機能，水田

の生き物学習会

（講座）

水土文化への誘い（その２）

―水土文化を読み解く―

広瀬 伸

水土文化の展開する農村地域でフィールドワークを行う地理

学，民俗学，社会学など人文諸科学の人たちが農村をどのよう

に歩いて見ているか。その実例を，「景観保全」という仮想テー

マに対する具体的な作業を通して模式的に解説する。それらの

「作法」を知っておくことは，そのような研究を「農村振興」と

いう共通目標に向かう味方にできるし，有効な協働の場を構築

することも可能となる。

（農土誌７４―４，pp．５３～５８，２００６）

水土文化，地理学，民俗学，社会学，景観保全，協働

（技術レポート：中国四国支部）

ため池改修における柔構造底樋の設計施工について

根馬 清志

軟弱な粘土層が０～１０mの厚さで分布し，堤体盛土に伴う
圧密沈下が約３００mm予測される底樋改修において，剛構造の
鉄筋コンクリート巻立てコンクリート管底樋に変えて柔構造底

樋（離脱阻止性を有するダクタイル管を使用）を採用した。

柔構造底樋は，堤体の変形や地盤の沈下に追従することがで

き，優れた耐震性を有している。

地盤沈下等の制約のある底樋改修において，施工性の向上と

経済性が期待できる柔構造底樋の設計施工上の特徴を報告す

る。

なお，本事例は，官民連携新技術研究開発事業「柔構造底樋

によるため池改修工法の研究開発」において実証試験の認定を

受けて実施した。

（農土誌７４―４，pp．４９～５０，２００６）
ため池改修，底樋，軟弱地盤対策，官民連携新技術

（技術レポート：九州支部）

自然石を用いた頭首工の計画について

穴見 陽・山口 勝

福岡県築上郡築城町に流れる２級河川城井川における当貫井

堰を県営ため池等整備事業（河川応急）で改修工事を行った。

城井川は河川整備計画の中に多自然工法を用いるよう計画が進

んでいる河川であり本地区については景観に配慮し，自然石を

用いた護岸，護床ブロック，魚道を計画し現在施工している。

本報では自然石を用いた工法について紹介する。

（農土誌７４―４，pp．５１～５２，２００６）

自然石

（技術レポート：京都支部）

新堀川潮止水門の景観を配慮した構造検討について

川邊 昭弘・松井 久一

本事業は，石川県小松市および加賀市を受益とし，柴山潟周

辺等に広がる農地を対象に国営加賀三湖干拓建設事業および国

営手取川農業水利事業で造成した施設において，地震や地盤沈

下等の影響により機能低下した基幹施設の機能を回復し，地域

の用排水改良を通じて災害を未然に防止するとともに，これら

の施設を利用して地域の生活環境の改善を図るものである。

本報では，本事業の基幹施設である新堀川潮止水門の更新計

画において，景観に配慮した構造検討内容について紹介する。

（農土誌７４―４，pp．４７～４８，２００６）
加賀三湖周辺農地防災事業，現場の施工方法の工夫等，

潮止水門，構造検討，景観配慮


